
ITOCminiLab 施設調査報告書 （平成 27年度実施 アイデア創出・実践のための「ファブ施設」に関する調査事業 報告書） 

アイデア創出・実践のための「ファブ施設」に関する調査事業 

報告書 

 

  １）調査先概要 

・名称：MTRL KYOTO（マテリアル京都） 

・場所：京都市下京区富小路五条下ル 

・URL：https://mtrl.net/kyoto/ 

 

  ２）調査項目 

① 運営者 

株式会社ロフトワーク 

 

② 施設の設置目的 

コミュニティが生まれオープンコラボレーションの起点となること。 

 

③ 施設の設備、備品、その他通信や飲食提供などの環境 

・ Wi-Fi 

・ ディスプレイ 

・ カフェ 

・ コワーキングスペース 

・ レーザーカッター、3Dプリンター、CNCフライス、デジタル刺繍ミシン 

・ 各種マテリアル 

 デジタル／アナログ、先端／伝統の様々な素材に触れて体験できる 

 

④ 施設の利用者 

コワーキングスペースの利用が多いのはフリーランス（Web、デザイン系）。 

デジタルファブリケーション機器は製造系を個人でやっている人が多い。小規模なも

のづくり事業者、プロダクトデザイナーや建築系の利用者も増えてきている。 

また、企業のデザイン部門や企画開発部門の人がミーティングを行ったり、２０人程

度のワークショップを行うこともある。その理由は、企業の会議室で行うよりも、よ

りクリエイティブな場で良いアイディアが出やすいとのこと。 

京都という土地柄、外国人の利用者も多い。クリエイティブ系、プログラマーなど、

バックパッカーとして京都を訪れ、リモートワークをする、あるいは個人的な制作活

動を行うといった利用がある。 

 

⑤ 当該施設利用者が、現地で行えること。利用者の過去の実績など 

・ コワーキングスペース（機材含む）の利用 

・ 素材、材料の体験 

・ イベントの参加 
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⑥ 施設が所在する周辺地域、日本国内、及び海外の他ファブ施設との連携実績 

運営元を同じくする「FabCafe Tokyo」「FabCafe MTRL」とは日々連携をとっている。

今後は飛騨県飛騨市の「FabCafe Hida」とも連携を行っていく予定。 

また、近隣では京都でFab事業を行う「YOKOITO（http://yokoito.co.jp/）」とパート

ナーシップを構築している。 

ファブラボ北加賀屋のメンバーとは個人的に交流があり、お互いのイベントに参加す

るなどしている。 

京都工芸繊維大学（KYOTO Design Lab）と一緒にハッカソンを行うなど、大学機関と

のコラボレーションは積極的に行っている。 

地方自治体との協働プロジェクトも行っている。例えば、与謝野町との「YOSANO OPEN 

TEXTILE PROJECT」※を実施した。 

※丹後ちりめんをはじめとする与謝野の「織り」の技術についてリサーチとプロトタ

イピングを行うプロジェクト 

https://mtrl.net/project/yosano/ 

 

⑦ 施設を維持する収益構造 

・ コワーキングスペースや機材の利用料 

 コワーキングスペース 

基本料金45分500円 + 1分10円、1日使い放題1800円 

コーヒーは 300円〜 

 レーザーカッター 

予約なし：2,000円／1時間、時間予約：2,000円／1時間 

 3Dプリンター 

予約なし：500円／1時間、時間予約：500円／1時間 

 CNCフライス 

予約なし：2,000円／1時間、時間予約：2,000円／1時間 

 デジタル刺繍ミシン 

予約なし：500円／1時間、時間予約：500円／1時間 

・ イベント参加費 

例. 「Fab Meetup Kyoto」参加費：1,000円 

・ 素材の販売 

木材やアクリル板など、工作の材料となる素材から、最新テクノロジーを使った

モジュールやプロダクトを実際に触って試すことができ、購入の相談も可能。 

・ 外部との共同プロジェクト 

 

⑧ 施設の管理者、特にマネージャーの役割、当該者の経歴、得意分野 

専属のスタッフは3人。それぞれの経歴は以下。 

I. 東京からUターンで帰ってきた。東京在住時は廃校活用施設で場作りをやってい

た 

II. デザインを専門でやっていた。ローカルのコミュニティづくりに興味があり参画
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した 

III. プロダクトデザインをやっていてハンドクラフトを学びに来日した。ツールのオ

ペレーター、翻訳をメインで行う 

プロダクトデザインや製造、エンジニアリングのプロフェッショナルはおらず、ひと・

もの・ことを繋ぐファシリテーションする役割を担っている。 

また、スタッフは分業せずにマルチに対応しており、ファシリテーションしながら機

材の説明やオペレータ業務も行い、コーヒーを煎れるなどカフェの対応も行う。施設

での主催・共済イベントの企画・運営も各スタッフが行う。 

 

⑨ 運営者、又は管理者の感じる施設の課題 

・ MTRL KYOTO を起点にした新しい製品やサービス、表現が生まれる実績、事例を

もっと増やしたい 

・ コワーキングスペースの利用者をもっと増やしたい 

 

⑩ 調査者所感 

関西にはファブ施設がまだ多くなく、そのような機材を自分ごととして使用する人が

少ないとのことだったが、今後京都のように伝統のある文化や技術を持つ人に浸透し

ていくと、新たな価値がもっと生まれる可能性が広がる予感がする。そしてそれは島

根県に置き換えても同様で、仏閣、城、和紙や神楽など伝統文化が豊富で、そこの課

題解決やコラボレーションによる新しい時代への価値創造へのアプローチのヒント

となるように感じた。 

与謝野町の織物のプロジェクトはロフトワーク、職人さん双方にとって実験目的のプ

ロジェクトであり、「職人さんが新しい表現への挑戦、実験できる場をつくる」という

言葉が特に印象深かった。 

そして、デジタルファブリケーション技術やファブの文化で重要視していることの一

つは、伝統工芸などをアーカイブ化できること。技や仕組みだけでなく、そのストー

リーも紐解いて、一緒に残せることに意味がある。なぜこの仕組なのか、なぜこの材

料を使うのかといった背景や歴史を紐解いて向き合うことで、そこから派生する次の

価値に繋げることが出来る。 

 

また、木や鉄などの材料だけでなく、テクノロジーやプロダクトやネットワークも含

めて素材として捉えて、セレクトしたものを体験できるショールームとして展示して

いるのは良いアイディアだと思った。そこから購入の相談が可能だというのも良い仕

組みだと感じた。 

 

  

 

 

 

  ３）施設写真 
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